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B −13　ゾ ニ サ ミ ドに よ り幻覚 妄想状態 を量 し た

　　　　 側 頭 葉 て ん か ん 患 者 4 症 例 に お け る

　　　　 HVA ・MHPG の 推移

B−14　 抗 て ん か ん 剤断薬後 に 強迫観念次 い で妄想

　　　　 状態 （妊娠 中の 子 どもが 自分 の 子では無 い 〉

　　　　　へ 経過 し た 1例
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　ゾ ニ サ ミ ド （以 下 ZNS と略 す）は 幅広 い 治療ス ペ ク トラ

ム を 持 っ 比 較 的新 しい 抗て ん か ん薬で あ るが 、そ の 副 作 用

として 、他 の 抗 てん か ん 薬 に 比べ て 精神症状 を来す 率 が 高

い こ とで も知 られ て い る。今 回 我々 は 、 ZNS 投 与 中 に 幻 覚

妄想状態を 呈 した側 頭葉て んか ん 患者 4 症 例 にお い て 、経

時的 に 血 中 HVA ・MHPG濃度 を測定 した の で 報 告す る ＝
〈症 例 〉

　 症 例 は 当科 で 加 療 中 の 側頭 葉 て ん か ん 患者 4 名 （男 性 3

名 、女 性 1 名 ） で 、年 齢は 18〜25歳 で あ っ た，幻 覚妄想 発

現 時の ZNS 投与量は 300〜600mgf 日で 、　 ZNS血 中濃 度 は 11．4

〜43 ．8 μ g／ml で あ っ た，　 ZNS 投与 開 始 か ら症 状 発 現 まで の

日数 は 190〜707 日と ば らっ きが あ る も の の 、4 例 と も最 大

投 与 量 に な っ て か ら 30 日以内 に 発現 して い る．各症例の 精

神 症状 に 対 して は ZNS投 与 中止 と抗 精神 病薬 の 投 与 を行 っ

た。幻覚妄想の 持 続期 間 は症 例 2 ・3 は 1 ヶ 月 以 内 と短 期

間で あ っ たの に 対 して、症 例 王
・4 は 10 ヶ 月 と長 期 に わ た

り持続 し た。

　幻 覚妄想 発 現 時 の HVA 濃度 は 症例 1 ： 11、5〜12．7ngん 1、

症例 2 ： 10．　6ng／ml 、症 例 3 ： 13．6ng／ml 、症 例 4 ： 9．6〜

10，9ng／m1 で あ っ たの に 対 し、精神症 状 消失 時 の HVA 濃度 は

症例 1 ・ 7．4〜10．Qng／ml 、症伊12 ・ 6．6・ g／ml 、症 例 3 ・

6．6−−IO．5ng／m1 、症 例 4 ： 5，1〜6．5ngん 1 と全 例 に お い て

減少傾向 を示 した．一方、MHPG濃 度 は
一

定 の 傾 向 を認 め な

か っ た ．

＜ 考 察 ＞

　ZNS投 与 に よ り幻 覚妄想状態 を きた した 4 症例 に お い て

幻覚妄想発現 時 に HVA 濃度 の 上 昇を認 め た，　ZNSの 作 用 と

して ドパ ミン 系 賦 活 効果 が あ り、こ の ドバ ミ ン 系賦 活 効果

が 精神 症 状 発 現の
一

因 となっ た可 能性 が 高い 考 え られ る。

　我 々は 過去 本学会で 、抗 て ん か ん 剤断薬後の 精神症状態

につ い て 報告 して きた 。 今回の 発表も今まで の 「 連の も の

で あ る。

症例 ： 24 歳　女性　 ピァ ノ教師　現在　妊娠中

家 族 及び既 往歴 ：特 に無 し

臨 床 経過 ：生 後 4 カ月 に熱性 の 全 身 強 直 間代性 発 作あ り 。 昭

和 49 年 9 月 27 日初診 。 初 診時 の脳波は 睡 眠時の み で あ

るが 正 常。その 後 10 月 17 日ま で 5 回 の 発 作 あ り 。
10

月 17 日の脳 波所 見で 唾 眠時 に全 身 に多 棘 性除 波複合、左

右の 頭頂 、 中心 領、側頭葉 に 棘除波複合が 見 られ た 。 抗て

ん か ん 剤 と して 、フ ェ ニ トイ ン 30mg 、フ ェ ノ パ ル ビ タ
ー

ル 30mg 、ア セ タゾラ ミ ド50mg の 投与を開始 した。そ の

後日常生活に支障無 く、発作回数 （6 − 7 回）また 6 カ月

に一
回の脳波 （覚醒、唾 眠時共に ）正 常、最終発作 （昭和

49 年 10 月 27 日） 、 昭和 60 年 8 月 21 日治療終了 。

その 後大学卒業、音楽教師の 仕事を した 。 平成 5 年頃 （発

作開 始 、治療開 始、治療 終 了 か ら各々 18 年 11 力臥 18
年 9 カ月、7 年 11 カ月 ）よ り、歩行 中の 人に衝 突す る の で

は、また何度 も戸締 りや 食器洗い を気にす る強迫観 念 が 出

現 し 、 平成 9年 3 月再受診 した 。 受診時脳波所見は正常 。

精神 症 状 改 善 の た め、ハ ロ ペ リ ドール 0 ，75 鴎g、ブ o マ ゼ

パ ム 2mg投 与 した。そ の 後 症 状 の 改 善 無 くク 囗 ル イ ミ プ ラ

ミ ン 10mg を 追加 した 。 症状 は若干 改 善す る も、平成 9 年

10 月妊娠に 気付き服 薬を 中断 し た 。

　その 後症状悪化 し平成 10 年 2 月頃よ り、妊娠 したが

嬉 し くな い 、 お腹の 子 が 夫の 子 で な く弟の 子 に思 わ れ る と

言 い 出 した 。 服薬 を勧 め る も妊 娠 中 で あ る こ とを理 由に拒

否 した 。 本 例の現在 は 、 1）子 ど もへ の 否認妄想、2 ）夫

へ の 価値性感情 が主 で ある。

結論 ：昨年報告 した如 く、 てん かん の 治療経過が短 く、

断薬か ら結神症状発現 ま でが長 時閥で ある こ とが特徴で あ

る 。 更に 断薬後長時間 に亙 り精神症状 が蔓廷 す る例 が 散見

されるが これ らの 発現機序に つ い て も 言及 した い
。
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